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科目名 
 

文献講読Ⅰ 

対象学科・学年 
  文学部文財2回生  
   
   
  
  

担当者 
 

吉原 忠雄 

授業テーマ 
 日本美術史研究に必要な基礎的文献の理解 
授業の概要と目標 
 日本美術史の研究には様式・図像とともに文献の理解が欠かせない。本年は『日本書紀』などの基本的文献から美術史に関す

る箇所を抄出し、その理解に努める。 

評価方法 部分的な課題を与えるので、その課題に対する答え方について、評価する。 

テキスト 
 プリントを用意する。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

  １はじめに 
２『日本書紀』（１） 
３『日本書紀』（２） 
４『日本書紀』（３） 
５『日本書紀』（４） 
６ 法隆寺釈迦三尊光背銘 
７ 野中寺弥勒菩薩像台座銘 
８ 法隆寺炎上 
９ 薬師寺の仏像 

１０ 興福寺の仏像 
１１ 東大寺の仏像 
１２ 正倉院 
１３ 唐招提寺の仏像 
１４『日本霊異記』 
１５ まとめ 

 


